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.温室効果ガスの排出による気候変動の懸念から，化石燃料の代替エネノレギーの開

発が急がれている.その一方で，寒冷地の冬期には，外気の冷熱や暖房器具から排

出される廃熱などの未利用エネルギーが豊富に存在する.

-本研究では3 代替エネノレギーのひとつの手法として二酸化炭素 (002)ハイ下レ

ートの特異な状態変化を用いて未利用エネルギーを電力に変換する， 002ハシfドレ

ート発電機 (002Hydrate Engine Generator : -OHEG)を提案した. 002ハイド

レートの生成と解離ではp 小さな温度変化で圧力が大きく変化するという特異な状

態変化を示す. この特異な状態変化による熱サ・イクノレを3 家庭の暖房器具からの低

温排熱や昼夜の温度差などの未利用エネノレギーによって駆動することで3 非常にク

リーンな発電システムを構築で、きる可能性がある.

初めに， 0.02ハイドレートの生成・解離実験を行い 3 単位水量に対するハイドレ

ートの生成量を計算してエネノレギ)貯蔵特性J乙関する解析を行った.次に， OHEG 

の発電出力の制御方法を確立することを目的として， CHEGの出力制御の動的モデ

ノレを提案した.生成した0.02ハイドレートから解離によー‘つ℃発生するガスの圧力は3

温熱(土で述べた廃熱など)のハイドレートへの供給速度によって変化する.従っ

て，温熱の供給速度の変化によってアクチュエータに加わるガスの圧力を調整すれ

ば， CHEGの電カの出力は目標値に制御できる. CHEGの電力の出力を任意に制御

できれlば3 例えば，太陽光発電を導入した戸建て住宅で、の電力需給の不平衡を補償

する手段としてCHEGが利用えさきる.-CHEGの動的モデ、ノレを用いてp 出力制御が可

能な電力の範囲(定格電力に対する創合)を数値解析lとより明らかにした.

結果として水 1m3 に002ハイドレートを生成すると 3 戸建て住宅で、1日に使

用される電力量の半分程度をOHEGで、賄えるととが明らか・となった.‘また， CHEG 

の動的モデルによる解析により，提案した制御方法によって電力-の出力を任意の目
標値に制御可能であることを示した.

結論として本研究で提案したOHEGは戸建て住宅におけるエネノレギー貯蔵手段

として十分な容量を持ち，また，戸建て住宅での電力の不平衡を補償する手段、とし

ての機能を有することから 3 寒冷地における戸建て住宅向け代替エネルギーとーして e

有効であることを述べた
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